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第 112 回歯科医師国家試験の合格発表について 

 

 

 

 平成 31 年２月２日（土）及び３日（日）に東京都他７カ所において実施した第 112

回歯科医師国家試験の合格者を発表しました。今回の歯科医師国家試験の合格者数等

は次のとおりです。 

 

 

 

記 

 

 

 

  （出願者数） （受験者数） （合格者数） （合格率） 

新 卒 者 2,452 人 2,000 人 1,587 人 79.4％ 

全 体 3,723 人 3,232 人 2,059 人 63.7％ 

平成 31 年３月 18 日 

【照会先】 

医政局医事課試験免許室 

 試験専門官  大坪 真実（内線 2578） 

 国家試験係長 石原 寛人（内線 2574） 

 （代表電話） 03（5253）1111 

TALGW
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平 成 ３ １ 年 ３ 月 １ ８ 日 

医 政 局 歯 科 保 健 課 

 

 

 

第 112 回歯科医師国家試験の合格基準 

 

 

第 112 回歯科医師国家試験の合格基準は、 

 

一般問題（必修問題を含む）を１問１点、臨床実地問題を１問３点とし、 

① 領域Ａ（総     論）   ５８点以上／ ９８点 

② 領域Ｂ（各論Ⅰ～Ⅱ）  １１６点以上／１７１点 

③ 領域Ｃ（各論Ⅲ～Ⅴ）  １２６点以上／２０５点 

④ 必 修 問 題  ６４点以上／ ７９点 

但し、必修問題の一部を採点から除外された受験者にあっては、 

必修問題の得点について総点数の８０％以上とする。 

 

とする。 
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A 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

11 問
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A 問題 第

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

32 問

（　採点上の取り扱い　）

　採点対象から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、受験者レベルでは難しすぎるため。
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A 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　採点対象から除外する。

（　理　由　）

　選択肢に誤りがあり正解が得られないため。

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

55 問
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A 問題 第

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

61 問

（　採点上の取り扱い　）

　複数の選択肢を正解として採点する。

（　理　由　）

　複数の正解があるため。
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B 問題 第

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

1 問

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。
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B 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　採点対象から除外する。

（　理　由　）

　設問が不明確で正解が得られないため。

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

18 問
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B 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　複数の選択肢を正解として採点する。

（　理　由　）

　複数の正解があるため。

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

54 問
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B 問題 第

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

81 問

（　採点上の取り扱い　）

　複数の選択肢を正解として採点する。

（　理　由　）

　設問が不明確で複数の選択肢が正解と考えられるため。
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C 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

2 問
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C 問題 第

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

3 問

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。
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C 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

10 問
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C 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　２通りの解答を正解として採点する。

（　理　由　）

　設問が不明確で、２通りの解答が考えられるため。

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

25 問
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D 問題 第

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

7 問

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。

-14-



D 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

11 問
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D 問題 第

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

19 問

（　採点上の取り扱い　）

　正解した受験者については採点対象に含め、不正解の受験者については採点対象
から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、必修問題としては妥当でないため。
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D 問題 第

（　採点上の取り扱い　）

　採点対象から除外する。

（　理　由　）

　設問が不明確で正解が得られないため。

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

26 問

-17-



D 問題 第

（　別　紙　）

第112回歯科医師国家試験における採点除外等の取扱いをした問題について

85 問

（　採点上の取り扱い　）

　採点対象から除外する。

（　理　由　）

　問題として適切であるが、受験者レベルでは難しすぎるため。
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